
遺跡・遺物の保存
平城宮跡発掘調査部

文化財に関する研究活動のうちで，飯要な部l 1 i j の１つとしてとりあげられるようになって

きたものに，、然科学的方法による文化財保存の研究がある。この分野に関する限り，１１本

はヨーロッパ諸国にくらべるとかなり立ち遅れている。しかも，考古費料の保仔に蒲及され

てくるともう一歩遅れているのがわが国の現状である。そのため，平城宮跡の発掘洲査を担

当している当研究所では，束虫悩立文化財研究所の指導を得て，塊場にMl l した遺跡．遺物の

保存法開発の研究を進めているｏその成果として，木簡の保ｲ f 法を突州化させたことがあげ

られる。また平城宮跡出土の瓜化した礎ｲ i や，その他各種遺物の保存処理を，さらに外部の

発掘調在に伴なう遺跡・遺物の保作処理を実施している。

木簡の真空凍結乾燥長年, 土' | ､ ' に埋没していた木材は過飽和に水分を合畜しており，き

わめてもろい状態になっている。そのため，向然乾燥させるとたちまち色が蝶ずみ，ひぴ削

れが発生し，激しい収縮を起してしまう。このような木材を永久l w j とするための処理方法と

して真空凍結乾燥法の他に，水溶性のワックスを充填させて強化する方法，ショウノウを利

川して乾燥させる方法，カリウムミョウバンを充填させて強化する方法などがヨーロッパで

紹介されている。なかでも木簡の保が処理に妓も効果的な方法として真空凍結乾燥法が取り

ｋげられてきた。しかし，ひび割れが生ずるなどの欠点があったので，当研究所では凍結乾

燥しやすい右機溶媒“ ターシヤリブタノール＜( C H3 ) 3 C OH＞' ，と木材中の水分とを低換して

から乾燥させる方法に改良した。こうすると収縮やひび割れなどを防ぐばかりでなく，乾燥

時間をも大幅に短縮することができる。しかし，水浸出土材の場合は新材にくらべて多孔質

な状態にあるため, 乾燥後は脆弱なものになってしまう｡ そこでワックスを溶かした有機溶媒

を木材に含没して凍結乾燥するとワックスが木材の内部に残留して強化されることになる。

鮒' 図木簡の坐普部分の断而( x360) 蕃謝滞向
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さらに木簡を処理する途上で盤! ' | : 部分がWi しにくいことも第１図の写

真から推察することができる｡ つまり，川土する木簡の多くは仮導櫛の

内壁に付着した鑑だけが残存しており，木材の表面に１，１蒜していたと

思われる采はすでに剥落してしまっている｡ 第２凶は真空凍結乾燥によ

る木簡の保存処理前後の比較写真である。処理後は木材の乾燥によっ

て木の表面が明るくなり, 文字がより鮮Ⅲ' になっていることがわかる。

なお，有機溶媒にワックスを溶融させる方法はデンマーク| 叫立博物館

のクリステンセン氏( Dr ､ Ch r i s t e n s e n ) のアドバイスによるものである。

鉄製遺物の保存処理保存処理の原理は合成樹脂で全休を固めて外

気と遮断し，同時に補強強化することである。

まず，遺物をアセトンかアルコールに没して洗浄し，蚊終的には，

1 0 5 ° Ｃ下で乾燥し水分を除去する。乾燥したら鋪３図のような榊造の

装置を利用して減庄方式で合成樹脂を含弦させる。このとき，鉄製造
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窪瞳セイ､ ﾘ ﾉ ﾛ しＬＩ肌ﾉ ﾆ ﾋ ﾉ ﾉ ｴ Ｖｃ行ﾉ ＪＸ‘ | 珂l j i T 琶爾ぼろせゎＯＬのとき，妙く腿ﾉ 巳処理前処理後

物の表面に合成樹脂による艶を残さないように合成樹脂r, 身の選択と館２図木簡の凍結乾燥
処理途上の技術に充分な配慮が必要である。現在，当研究所で使川している合成樹脂は油性

のエマルジョンタイプ‘ ‘ ＮＡＤ－１０，Ro hma ndHa s s ” である。

しかし，処理後も密封容器などで恒湿状態を維持して保管することが望ましい。

一方，さびが激しく鉄製遺物本来の形状を判別しにくいような場合には，Ｘ線による透過

写真で調査することができる。姫路市' 帥1 1 古墳' ' ' 一' 二の鉄ﾉ ﾉ 蚊8 0 余点を保作処｣ ' Mした際，環頭

大刀に《' 象恢” があることを発見した（口絵) 。

その他，おもなものとしては次の鉄製遺物に保仔その他，おもなものとしては次の鉄製辿物に保仔

処理を施した。７７川県羽咋市柴垣l l I l I 1 山第１吟墳出

土短I } Ｉ（1970年１ｊｊ），古川市長者原出土』つらび手〃

等（1971年２月) ｏ

遺跡の保存．､ ド城宮跡第7 0次I 淵i f f 倹川の礎( L i が

その表面- | ､ ､ 平均1 0 c mまで風化してしまい砂質状の上

塊に変性していた。これを合成樹脂で間化し，露' １１

保仔した（1971年３〃) ｏ

陥井県朝倉氏鮒跡の風化した礎ｲｉ2 , 0 0 0111 ' i l の峻漕

およびh l i 強強化の処理，さらに築地ﾉ , | § 底部の保存処

雌を施して露出保存している（1 9 7 0 年６ﾉ 1 ) 。

加賀市法皇1 1 1 横穴古境の崩壊防止のための処j I u を

行なった（1971年３月) 。

（沢山正昭）
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